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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次　
第８期
第１四半期
連結累計期間

第９期
第１四半期
連結累計期間

第８期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

営業収益 （百万円） 115,043 110,448 459,220

経常利益 （百万円） 8,844 9,677 30,733

四半期（当期）純利益　 （百万円） 4,613 5,377 15,608

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 6,443 9,759 28,693

純資産額 （百万円） 220,653 250,262 242,044

総資産額 （百万円） 1,379,704 1,393,085 1,403,025

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 13.49 15.72 45.63

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） ― ― ―

自己資本比率 （％） 15.9 17.9 17.1

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　営業収益には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容

について、重要な変更はありません。

　なお、株式会社甲石社（連結子会社）は、平成25年４月１日に西武建材株式会社（連結子会社）に吸

収合併されております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

  当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したも

のであります。

　

(1) 経営成績の分析

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済政策への期待感などから、景気回復への

明るい兆しがみえております。しかしながら、先行きについては、中国の成長率鈍化や欧州の債務

危機を巡る世界経済の下振れ懸念、不安定な国際情勢などの要因もあり不透明感が残る状況であ

ります。

　このような状況のなか、グループビジョンの実現のための基本構想であり、当社グループが概ね

10年間で目指していく方向性を示した西武グループ長期戦略に基づき、当社グループが保有する

経営資源の有効活用をおこないながら、様々な事業・サービスを組み合わせて提供できる領域・

付加価値を拡大し、あらゆる場面でお客さまの生活を応援していく企業となることで、グループビ

ジョンを通じた企業価値の極大化をはかってまいります。特に当第１四半期連結累計期間におい

ては、グループ経営戦略としてグループの持つ強みに焦点を合わせ、各事業における具体的目標達

成に向けて「新たな視点によるイノベーション」をキーワードに柔軟な発想により「既存事業の

強化」と「長期的な事業基盤の確立」に取り組んでまいりました。

　グループの一大プロジェクトであるグランドプリンスホテル赤坂跡地の開発計画「（仮称）紀

尾井町計画」を引き続き推進するとともに、お客さまの生活を応援するための取り組みの一つと

して、小学生のお子さまに年間を通じ、様々な生活体験の場をご提供する「西武塾」を平成25年４

月21日に開校し、「西武グループ こども応援プロジェクト」を推進してまいりました。

　当第１四半期連結累計期間における経営成績の概況は、営業収益は、1,104億48百万円と前年同期

に比べ45億94百万円の減少（前年同期比4.0％減）となり、営業利益は、114億22百万円と前年同期

に比べ22百万円の増加（同0.2％増）となり、償却前営業利益は、210億29百万円と前年同期に比べ

62百万円の増加（同0.3％増）となりました。経常利益は、96億77百万円と前年同期に比べ８億33

百万円の増加（同9.4％増）となりました。四半期純利益は、53億77百万円と前年同期に比べ７億

63百万円の増加（同16.6％増）となりました。 

　各セグメントにおける業績は以下のとおりであります。
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（単位：百万円）　

セグメントの名称

営業収益 営業利益 償却前営業利益

当第１四半期

連結累計期間

　

前年同期比

増減

前年同期比

増減率 (%)

当第１四半期

連結累計期間

　

前年同期比

増減

前年同期比

増減率 (%)

当第１四半期

連結累計期間

前年同期比

増減

前年同期比

増減率 (%)

 都市交通・沿線事業 38,964 △1,097 △2.7 6,608 △292 △4.2 11,791 △493 △4.0 

 ホテル・レジャー事業 39,601 1,760 4.7 158 △426 △73.0 2,821 △418 　 △12.9 

 不動産事業 11,338 △5,317 △31.9 3,641 △113 △3.0 4,512 △65 △1.4 

 建設事業 14,681 △1,586 △9.7 △213 429 ― △148 426 ― 

 ハワイ事業 3,208 771 31.6 0 281 ― 349 308 751.2 

 その他 10,821 259 2.4 1,046 287 37.9 1,625 370 29.5 

 合計 118,615 △5,210 △4.2 11,239 166 1.5 20,949 127 0.6 

 調整額 △8,165 615 ― 183 △142 △43.8 80 △64 △44.7 

 連結数値 110,448 △4,594 △4.0 11,422 22 0.2 21,029 62 0.3 

（注）１　調整額については、主に連結会社間取引消去等であります。

２　償却前営業利益は、営業利益に減価償却費を加えて算定しております。

　

①都市交通・沿線事業

　都市交通・沿線事業の内訳は鉄道業、バス業、沿線レジャー業、その他であり、それぞれの営　　

業収益は以下のとおりであります。

（単位：百万円）

　 　 　
平成25年３月期

第１四半期　

平成26年３月期

第１四半期　
　増減額

　 営業収益 40,061 38,964 △1,097

　 　鉄道業 26,192 25,600 △592

　 　バス業 6,185 6,269 84

　 　沿線レジャー業 5,998 5,378 △620

　 　その他 1,686 1,717 31

　

　鉄道業では、前連結会計年度に実施した東急東横線、横浜高速みなとみらい線との相互直通運転

や沿線の重要な観光拠点である秩父への誘客を企図したテレビＣＭの効果などにより、定期旅客

・定期外旅客ともに好調に推移し、旅客輸送人員は前年同期比0.7％増（うち定期1.0％増、定期外

0.1％増）、旅客運輸収入は前年同期比0.6％増（うち定期0.8％増、定期外0.4％増）となりまし

た。このような状況のなか、安全の確保を最重要課題としてとらえハード・ソフト両面にわたる取

り組みを実施したほか、お客さまの利便性の向上にも努めてまいりました。安全への取り組みとし

ては、ＡＴＳ（自動列車停止装置）の更新や池袋線石神井公園駅付近の高架複々線化工事などを

進めてまいりました。利便性向上への取り組みとしては、所沢駅改良工事において、中央自由通路

と南側自由通路をつなぐ連絡通路の使用を開始したほか、特急レッドアロー号チケットレスサー

ビス「Ｓｍｏｏｚ（スムーズ）」を開始するなど、お客さまの満足度向上に努めてまいりました。

また、所沢駅において、屋上スペースを芝生や低木で緑化するとともに、風力発電外灯や雨水利用

灌水装置を設置するなど、環境に配慮した屋上庭園「トコニワ」を開設いたしました。

　バス業では、路線バスを中心に好調に推移いたしました。このような状況のなか、新規商業施設開

業にあわせてシャトルバスの運行を開始するなど、利便性向上に努めてまいりました。

　沿線レジャー業では、各施設において、積極的な営業施策を展開し、旅客誘致に努めてまいりまし

た。また、としまえんにおいて、平成25年６月29日よりプール営業を開始し、好調な滑り出しとなっ

ております。

　しかしながら、都市交通・沿線事業の営業収益は、車両使用料の単価見直しなどにより、389億64

百万円と前年同期に比べ10億97百万円の減少（同2.7％減）となり、営業利益は、電気動力費の増

加などにより、66億８百万円と前年同期に比べ２億92百万円の減少（同4.2％減）となり、償却前

営業利益は、117億91百万円と前年同期に比べ４億93百万円の減少（同4.0％減）となりました。

　都市交通・沿線事業の主要な会社である西武鉄道株式会社の鉄道業の運輸成績は以下のとおり

であります。　

　

（西武鉄道株式会社の鉄道業の運輸成績）
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種別 単位
平成25年３月期

第１四半期　

平成26年３月期

第１四半期　

　営業日数 日 91 91

　営業キロ キロ 179.8 179.8

　客車走行キロ 千キロ 44,582 43,210

　輸送人員

　定期 千人 99,369 100,400

　定期外 千人 60,516 60,547

計 千人 159,885 160,948

　旅客運輸収入

　定期 百万円 10,760 10,849

　定期外 百万円 13,255 13,307

計 百万円 24,016 24,156

　運輸雑収 百万円 1,667 1,088

　収入合計 百万円 25,684 25,245

　一日平均収入 百万円 263 265

　乗車効率 ％ 37.6 38.8

（注）１　乗車効率は　延人キロ／（客車走行キロ×平均定員）×100　により、算出しております。

２　千キロ未満、千人未満及び百万円未満を切り捨てて表示しております。

３　運輸雑収は鉄道業以外の収入を含んでおります。
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②ホテル・レジャー事業

　ホテル・レジャー事業の内訳はホテル業（シティ）、ホテル業（リゾート）、ゴルフ場業、その他

であり、それぞれの営業収益は以下のとおりであります。

（単位：百万円）

　 　 　
平成25年３月期

第１四半期　

平成26年３月期

第１四半期　
増減額

　 営業収益 37,841 39,601 1,760

　 　ホテル業（シティ） 23,221 24,020 799

　 　ホテル業（リゾート） 6,367 6,962 595

　 　ゴルフ場業 3,300 3,254 △47

　 　その他 4,952 5,365 413

（注）１  ホテル業（シティ）には主に大都市圏の中心商業地域やターミナル及びその周辺地域に立地するホ

テルを含んでおります。ホテル業（リゾート）には主に観光地や避暑地に立地するホテルを含んで

おります。

　　  ２  以降の項目において、ホテル業（シティ）に属するホテルを「シティ」、ホテル業（リゾート）に属す

るホテルを「リゾート」と称する場合があります。

　　

　ホテル業（シティ）では、景況感の回復や円安の進行などを背景として、前連結会計年度から取

り組んでいる現地商談会の実施や外国語ＷＥＢサイトのリニューアルなどの効果もあいまって、

インバウンドを中心とした宿泊需要が好調に推移いたしました。また、宴会需要についても、ブラ

イダルを中心に好調に推移いたしました。このような状況のなか、ＭＩＣＥ（注）を中心とした宴

会の営業強化に努めたほか、週末断食プランや首都圏６レストランで利用できる共通レストラン

チケットを販売するなど、お客さまのニーズをとらえた各種施策を実施いたしました。

　（注）ＭＩＣＥとは、企業などの会議（Meeting）、企業などがおこなう報奨・研修旅行（イ

     ンセンティブ旅行）（Incentive Travel）、国際機関・団体、学会などがおこなう国際

     会議（Convention）、展示会・見本市、イベント（Exhibition/Event）の頭文字であ　　　

　　 り、多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称であります。

　

　ホテル業（リゾート）では、これまで取り組んできたレベニューマネジメントを引き続き強化し

たことなどにより、軽井沢エリアや鎌倉プリンスホテルを中心に好調に推移いたしました。これら

に加え、お客さまのニーズをとらえた取り組みとして、ザ・プリンス箱根などにおいて、時節をと

らえた宿泊プランを販売したほか、十和田プリンスホテルにおいて、前連結会計年度に実施しご好

評いただいた鎌倉プリンスホテルに続き、全客室を禁煙ルームとしてリニューアルし、お客さまの

満足度向上に努めてまいりました。

　ゴルフ場業では、プレー人口が継続して減少する一方で、景況感の回復などから法人需要の増加

が見込まれております。このような状況のなか、法人需要の取り込み強化、プレー人口の裾野拡大

を企図した女性顧客の増大をはかるべく、瀬田ゴルフコースにおいて、様々な規模のコンペに対応

可能なレストランやコンペルーム、女性用パウダールームなど充実した設備を兼ね備えたクラブ

ハウスに建替えをいたしました。　

　そのほか、株式会社プリンスホテルとして初めての試みとなる大学内レストランを大正大学内に

オープンいたしました。今後も新規分野への積極的参画により事業拡大をはかってまいります。

　これらの結果、ホテル・レジャー事業の営業収益は、396億１百万円と前年同期に比べ17億60百万

円の増加（同4.7％増）となったものの、営業利益は、瀬田ゴルフコースにおいてクラブハウス建

替えにともなう初期費用が発生したことなどにより、１億58百万円と前年同期に比べ４億26百万

円の減少（同73.0％減）となり、償却前営業利益は、28億21百万円と前年同期に比べ４億18百万円

の減少（同12.9％減）となりました。

　ホテル・レジャー事業の主要な会社である株式会社プリンスホテルのホテル業（シティ）及び

ホテル業（リゾート）の定量的な指標は以下のとおりであります。

　

（ホテル施設概要）　
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施設数

(か所)

客室数

(室)

宴会場数

(室)

宴会場面積

(㎡)

　シティ 13 10,420 167 50,098

　　高輪・品川エリア 4 5,297 72 20,499

　リゾート 27 6,925 82 22,218

　　軽井沢エリア 2 756 11 3,670

（注）１  面積1,000㎡以上の宴会場は20室であります。

２  シティの代表例として高輪・品川エリア、リゾートの代表例として軽井沢エリアを記載しておりま

す。

３　高輪・品川エリアに含まれるホテルはザ・プリンスさくらタワー東京、グランドプリンスホテル高

輪、グランドプリンスホテル新高輪、品川プリンスホテルであります。

４　軽井沢エリアに含まれるホテルはザ・プリンス軽井沢、軽井沢プリンスホテルであります。

　　

（客室稼働率）　

　
平成25年３月期 

第１四半期(％)

平成26年３月期

 第１四半期(％)

　シティ 76.5 80.4

　　高輪・品川エリア 82.3 85.9

　リゾート 41.9 42.2

　　軽井沢エリア 36.4 39.5

宿泊部門全体 65.2 67.2

（注）１  シティの代表例として高輪・品川エリア、リゾートの代表例として軽井沢エリアを記載しておりま

す。

２  高輪・品川エリアに含まれるホテルはザ・プリンスさくらタワー東京、グランドプリンスホテル高

輪、グランドプリンスホテル新高輪、品川プリンスホテルであります。

３　軽井沢エリアに含まれるホテルはザ・プリンス軽井沢、軽井沢プリンスホテルであります。

４　客室稼働率については、従来、当該期間の前年同期における総室数をもとに算出しておりましたが、当

第１四半期連結会計期間より、当期間の総客室数から季節営業による長期閉鎖、改装等により、販売

不能又は販売を予定していない部屋を除いた室数（総室数）をもとに算出する方法に変更し、平成

25年３月期第１四半期の数値は遡及処理後の数値を記載しております。　

　

（平均販売室料）

　
平成25年３月期

第１四半期(円)　

平成26年３月期

 第１四半期(円)

　シティ 10,594 10,965

　　高輪・品川エリア 10,603 10,729

　リゾート 11,328 11,587

　　軽井沢エリア 20,456 20,691

宿泊部門全体 10,747 11,099
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（注）１  シティの代表例として高輪・品川エリア、リゾートの代表例として軽井沢エリアを記載しておりま

す。

２  高輪・品川エリアに含まれるホテルはザ・プリンスさくらタワー東京、グランドプリンスホテル高

輪、グランドプリンスホテル新高輪、品川プリンスホテルであります。

３　軽井沢エリアに含まれるホテルはザ・プリンス軽井沢、軽井沢プリンスホテルであります。

　

（宿泊客の内訳）
（単位：名、％）

　
平成25年３月期

第１四半期　
比率

平成26年３月期

第１四半期　
比率

　宿泊客 1,044,662 100.0 1,096,006 100.0

　　　邦人客 909,107 87.0 923,717 84.3

　　　外国人客 135,555 13.0 172,289 15.7

　

③不動産事業

　不動産事業の内訳は不動産賃貸業、その他であり、それぞれの営業収益は以下のとおりでありま

す。

（単位：百万円）

　 　 　
平成25年３月期

第１四半期　

平成26年３月期

第１四半期　
増減額

　 営業収益 16,656 11,338 △5,317

　 　不動産賃貸業 6,703 6,951 248

　 　その他 9,953 4,387 △5,565

　

　不動産賃貸業では、前連結会計年度に賃貸住宅「ｅｍｉｌｉｖｅ（エミリブ）下落合」を新たな

ブランドとして立ち上げたほか、都心に位置するオフィスビル２物件を取得するなど着実に事業

を拡大してまいりました。このような取り組みをおこないながら、既存の商業施設や駅テナントに

おいては、引き続き安定的な賃料収入を確保しながら事業を進めてまいりました。また、さらなる

安定的な収益基盤の強化をはかるべく、平成26年夏を開業予定とする軽井沢・プリンスショッピ

ングプラザの第７期増床計画について、平成25年５月に工事着手いたしました。この計画では、約

50店舗の増設やフードコートの新設など、幅広い層のお客さまにご満足いただけるリゾート型

ショッピングモールを目指してまいります。

　そのほか、西武鉄道沿線エリア・湘南エリアにお住まいのお客さまにご満足いただける住環境の

提供を推進するとともに、沿線への住み替えの流れを促すべく、家事代行サービス、住み替えやリ

フォームなどに関する総合的な窓口「ほほえみライフ」を、小手指、飯能日高、横須賀の３拠点で

開設いたしました。

　しかしながら、前年同期に大規模分譲マンションの販売があったことから、不動産事業の営業収

益は、113億38百万円と前年同期に比べ53億17百万円の減少（同31.9％減）となり、営業利益は、36

億41百万円と前年同期に比べ１億13百万円の減少（同3.0％減）となり、償却前営業利益は、45億

12百万円と前年同期に比べ65百万円の減少（同1.4％減）となりました。

　不動産事業の定量的な指標は以下のとおりであります。
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（建物賃貸物件の営業状況）

　 期末貸付面積 (千㎡) 期末空室率 (％)

　
平成25年３月期

第１四半期　

平成26年３月期

第１四半期　

平成25年３月期

第１四半期　

平成26年３月期

第１四半期　

　商業施設 203 208 1.4 0.9

　オフィス・住宅 51 57 10.7 10.6

（注）土地の賃貸は含んでおりません。

　

（直営の駅売店の概要）
（単位：店舗）

　 　 　
平成25年３月期

第１四半期　

平成26年３月期

第１四半期　

　 駅売店数 68 58

　 　うちＴＯＭＯＮＹ 48 58

　　

④建設事業

　建設事業の内訳は建設業、その他であり、それぞれの営業収益は以下のとおりであります。

（単位：百万円）

　 　 　
平成25年３月期

第１四半期　

平成26年３月期

第１四半期　
増減額

　 営業収益 16,267 14,681 △1,586

　 　建設業 11,492 9,686 △1,806

　 　その他 4,776 4,995 220

　

　建設業では、鉄道工事や分譲住宅の建設、公共工事の施工、除染関連工事を進めたほか、厳正な受

注管理や継続的な与信管理に加え、原価管理についても強化に努めてまいりました。

　これらの結果、建設事業の営業収益は、146億81百万円と前年同期に比べ15億86百万円の減少（同

9.7％減）となり、営業損失は、２億13百万円と前年同期に比べ４億29百万円の改善（前年同期は、

営業損失６億42百万円）となり、償却前営業損失は、１億48百万円と前年同期に比べ４億26百万円

の改善（前年同期は、償却前営業損失５億74百万円）となりました。　

　

⑤ハワイ事業

　ハワイ事業では、過去最高水準の来島者数で推移するなか、レベニューマネジメントに引き続き

取り組むとともに、お客さまのニーズをとらえた各種施策を実施いたしました。

　これらの結果、ハワイ事業の営業収益は、32億８百万円と前年同期に比べ７億71百万円の増加

（同31.6％増）となりました。営業利益は、０百万円と前年同期に比べ２億81百万円の改善（前年

同期は、営業損失２億81百万円）となり、償却前営業利益は、３億49百万円と前年同期に比べ３億

８百万円の増加（同751.2％増）となりました。

　ハワイ事業の定量的な指標は以下のとおりであります。

　

（ホテルの客室稼働率、平均販売室料）　

　
平成25年３月期

第１四半期　

平成26年３月期

第１四半期　

　客室稼働率 (％) 76.0 79.2

　平均販売室料 (円) 15,993 20,120

　平均販売室料 (米ドル) 210.43 231.27

　

⑥その他

　伊豆箱根事業では伊豆・箱根エリアを主な営業エリアとして、近江事業では滋賀県琵琶湖エリア

を主な営業エリアとして、それぞれの地域に根ざした事業を展開してまいりました。伊豆箱根事業

においては、佃煮をはじめとしたプライベートブランド商品「黒潮浪漫」の販売、近江事業におい

ては、ＴＶアニメとタイアップした鉄道やレジャー施設の企画券を販売するなど、各種施策を実施
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してまいりました。

　西武ライオンズでは、埼玉県及び西武鉄道沿線を対象とした市民感謝デーを実施するなど積極的

な営業施策を展開し、多くのお客さまにご来場いただきました。また、野球開催日以外にはコン

サートを誘致するなど、西武ドームの有効活用に努めてまいりました。

　これらの結果、営業収益は、108億21百万円と前年同期に比べ２億59百万円の増加（同2.4％増）

となり、営業利益は、10億46百万円と前年同期に比べ２億87百万円の増加（同37.9％増）となり、

償却前営業利益は、16億25百万円と前年同期に比べ３億70百万円の増加（同29.5％増）となりま

した。

　　

(2) 財政状態の分析

　①資産

　流動資産は、896億84百万円と前連結会計年度末に比べ105億44百万円減少いたしました。その主

たる要因は、受取手形及び売掛金の減少（127億18百万円）であります。

　固定資産は、１兆3,034億１百万円と前連結会計年度末に比べ６億４百万円増加いたしました。そ

の主たる要因は、保有株式の時価上昇にともなう投資有価証券の増加（14億９百万円）でありま

す。

　以上の結果、総資産は１兆3,930億85百万円と前連結会計年度末に比べ99億39百万円減少いたし

ました。

　

②負債

　流動負債は、4,127億11百万円と前連結会計年度末に比べ122億98百万円減少いたしました。その

主たる要因は、支払手形及び買掛金の減少（74億16百万円）及び西武鉄道株式会社等の工事未払

金が減少したことなどによる流動負債「その他」の減少（91億73百万円）であります。

　固定負債は、7,301億11百万円と前連結会計年度末に比べ58億58百万円減少いたしました。その主

たる要因は、長期借入金の減少（67億12百万円）であります。

　以上の結果、負債合計は１兆1,428億23百万円と前連結会計年度末に比べ181億56百万円減少いた

しました。

　

③純資産

　純資産は、2,502億62百万円と前連結会計年度末に比べ82億17百万円増加いたしました。その主た

る要因は、四半期純利益の計上（53億77百万円）であります。

　なお、負債の減少（181億56百万円）及び純資産の増加（82億17百万円）により、自己資本比率は

前連結会計年度末に比べ0.8ポイント上昇し17.9％となっております。

 　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はあ

りません。

　

(4) 研究開発活動

　該当事項はありません。　

EDINET提出書類

株式会社西武ホールディングス(E04154)

四半期報告書

10/24



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】
種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 1,300,000,000

計 1,300,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成25年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成25年８月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 342,124,820 342,124,820 非上場

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は100

株であります。

計 342,124,820 342,124,820 ― ―

       　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（百万円）

資本金
残高

（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日　
― 342,124,820 ― 50,000 ― 228,604

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 　
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認

できないため、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づ

く株主名簿による記載をしております。

　

①【発行済株式】

　　 平成25年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式)

普通株式       67,100
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　342,039,400 3,420,394 ―

単元未満株式 普通株式  　　 18,320 ― ―

発行済株式総数 342,124,820 ― ―

総株主の議決権 ― 3,420,394 ―

　（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が111,100株（議決権1,111個）含まれて

おります。

２　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式が44株、証券保管振替機構名義の株式が47株含まれておりま

す。

　

②【自己株式等】

 平成25年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 　所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式） 

株式会社西武ホール

ディングス　

東京都豊島区南池袋

一丁目16番15号
67,100 ― 67,100 0.02

計 ― 67,100 ― 67,100 0.02

　（注）上記の所有株式数のほか、当社は44株を保有しておりますが、当該株式は上記①発行済株式の「単元未満株式」に

含めております。

　　　

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平

成19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４

月１日から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年

６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビュー

を受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,508 21,423

受取手形及び売掛金 45,550 32,831

分譲土地建物 11,157 10,683

商品及び製品 1,441 1,365

未成工事支出金 4,775 6,367

原材料及び貯蔵品 2,327 2,451

繰延税金資産 3,932 4,270

その他 12,292 10,670

貸倒引当金 △757 △380

流動資産合計 100,228 89,684

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 398,070 397,686

機械装置及び運搬具（純額） 44,591 43,185

土地 743,546 745,263

リース資産（純額） 1,776 1,660

建設仮勘定 32,152 31,791

その他（純額） 9,123 8,915

有形固定資産合計 1,229,261 1,228,503

無形固定資産

リース資産 255 243

その他 7,627 8,031

無形固定資産合計 7,883 8,275

投資その他の資産

投資有価証券 48,975 50,384

長期貸付金 357 357

繰延税金資産 9,194 9,038

その他 10,976 10,711

貸倒引当金 △3,852 △3,869

投資その他の資産合計 65,650 66,622

固定資産合計 1,302,796 1,303,401

資産合計 1,403,025 1,393,085
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 26,440 19,024

短期借入金 ※4
 292,541

※4
 287,754

1年内償還予定の社債 10,000 10,000

リース債務 571 548

未払法人税等 6,001 4,275

前受金 21,875 27,983

賞与引当金 5,033 9,793

その他の引当金 2,891 2,851

資産除去債務 72 72

その他 59,580 50,407

流動負債合計 425,009 412,711

固定負債

長期借入金 ※4
 494,391

※4
 487,678

鉄道・運輸機構長期未払金 47,987 47,917

リース債務 1,342 1,268

繰延税金負債 124,119 124,594

再評価に係る繰延税金負債 14,627 14,627

退職給付引当金 30,284 30,539

役員退職慰労引当金 1,231 1,189

その他の引当金 2,381 2,376

資産除去債務 1,591 1,576

その他 18,013 18,343

固定負債合計 735,970 730,111

負債合計 1,160,980 1,142,823

純資産の部

株主資本

資本金 50,000 50,000

資本剰余金 129,172 129,172

利益剰余金 36,690 40,528

自己株式 △67 △67

株主資本合計 215,794 219,633

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 12,628 13,543

土地再評価差額金 17,666 17,666

為替換算調整勘定 △5,553 △2,145

その他の包括利益累計額合計 24,741 29,064

少数株主持分 1,508 1,564

純資産合計 242,044 250,262

負債純資産合計 1,403,025 1,393,085
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

営業収益 115,043 110,448

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 ※1
 96,664 90,962

販売費及び一般管理費 6,979 8,063

営業費合計 103,644 99,026

営業利益 11,399 11,422

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 267 273

バス路線運行維持費補助金 126 124

持分法による投資利益 24 16

貸倒引当金戻入額 45 370

その他 425 435

営業外収益合計 892 1,223

営業外費用

支払利息 3,218 2,813

その他 229 154

営業外費用合計 3,447 2,968

経常利益 8,844 9,677

特別利益

固定資産売却益 7 94

工事負担金等受入額 ※1
 4,316 10

補助金収入 64 77

投資有価証券売却益 0 －

特別利益合計 4,389 181

特別損失

減損損失 365 34

固定資産売却損 21 39

固定資産除却損 83 318

工事負担金等圧縮額 4,316 10

固定資産圧縮損 54 67

投資有価証券評価損 428 －

その他 138 87

特別損失合計 5,407 557

税金等調整前四半期純利益 7,826 9,301

法人税、住民税及び事業税 3,137 4,249

法人税等調整額 29 △383

法人税等合計 3,166 3,865

少数株主損益調整前四半期純利益 4,659 5,436

少数株主利益 45 58

四半期純利益 4,613 5,377
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 4,659 5,436

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △516 915

為替換算調整勘定 2,300 3,408

その他の包括利益合計 1,783 4,323

四半期包括利益 6,443 9,759

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,397 9,700

少数株主に係る四半期包括利益 45 58
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

(1) 連結の範囲の重要な変更

　株式会社甲石社は、当第１四半期連結会計期間中に連結子会社である西武建材株式会社と合併

したため、連結子会社から除外しております。　

　

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

　下記の借入金等に対して次のとおり保証をおこなっております。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）　
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

住宅ローン保証 92百万円 82百万円

提携ローン保証 452百万円  445百万円

合計 545百万円 528百万円

 

２  受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 88百万円 104百万円

 

３　貸出コミットメント契約

　当社は、運転資金の効率的な調達をおこなうため銀行７行と貸出コミットメント契約を締結

しております。

　なお、借入未実行残高等は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

貸出コミットメントの総額 70,000百万円 70,000百万円

借入実行残高 22,700百万円 21,500百万円

差引額 47,300百万円 48,500百万円

 

※４　純資産額及び利益の維持に係る財務制限条項

(1)　当社における下記の借入金に関して、次のとおり確約しております。また、確約内容に反した

場合は、当該債務について期限の利益を喪失する可能性があります。
（借入金）

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

短期借入金 40,000百万円 40,000百万円

（確約内容）

・各年度の決算期末及び第２四半期末における連結貸借対照表において、純資産の部の合計を直前の決算期

（含む第２四半期）比75％以上かつ1,374億円以上に維持すること。

・各年度の決算期末の連結損益計算書において、営業損益が２期連続して損失とならないようにすること。
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(2)　上記のほか、当社における下記の借入金に関して、次のとおり確約しております。また、確約

内容に反した場合は、当該債務について期限の利益を喪失する可能性があります。
（借入金）

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

短期借入金 31,420百万円 31,420百万円

長期借入金 18,400百万円 18,400百万円

合計 49,820百万円 49,820百万円

（確約内容）

・各年度の決算期末及び第２四半期末における連結貸借対照表において、純資産の部の合計を直前の決算期

（含む第２四半期）比75％以上かつ1,430億円以上に維持すること。

・各年度の決算期末の連結損益計算書において、営業損益が２期連続して損失とならないようにすること。

　

(3)　上記のほか、当社における下記の借入金に関して、次のとおり確約しております。また、確約

内容に反した場合は、当該債務について期限の利益を喪失する可能性があります。
（借入金）

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

長期借入金 26,000百万円 26,000百万円

（確約内容）

・各年度の決算期末及び第２四半期末における連結貸借対照表において、純資産の部の合計を直前の決算期

（含む第２四半期）比75％以上かつ1,547億円以上に維持すること。

・各年度の決算期末の連結損益計算書において、営業損益が２期連続して損失とならないようにすること。

　

(4)　上記のほか、当社における下記の借入金等に関して、次のとおり確約しております。また、確

約内容に反した場合は、当該債務について期限の利益を喪失する可能性があります。
（借入金等）

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

長期借入金 38,000百万円 38,000百万円

  　 その他、上記「３」に記載する貸出コミットメントの総額についても対象となっております。　

（確約内容）

・各年度の決算期末及び第２四半期末における連結貸借対照表において、純資産の部の合計を直前の決算期

（含む第２四半期）比75％以上かつ1,613億円以上に維持すること。

・各年度の決算期末の連結損益計算書において、営業損益が２期連続して損失とならないようにすること。

　

（四半期連結損益計算書関係）

※１　工事負担金等受入額

　工事負担金等により取得した資産に付随し発生する運輸業等営業費及び売上原価から直

接控除した工事負担金等受入額は次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

　 179百万円 －百万円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む）は、

次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

減価償却費 9,567百万円 9,607百万円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額　

決議 株式の種類
配当金
の総額　

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成24年６月22日

定時株主総会
普通株式 855百万円 ２円50銭 平成24年３月31日平成24年６月25日利益剰余金　

　　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額　

決議 株式の種類
配当金
の総額　

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成25年６月25日

定時株主総会
普通株式 1,539百万円 ４円50銭 平成25年３月31日平成25年６月26日利益剰余金　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　　　　　　　　　　　
都市交通

・沿線事業

ホテル・

レジャー

事業　

不動産事業 建設事業 ハワイ事業
その他

（注）１　
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３　

営業収益 40,06137,84116,65616,2672,43710,563123,825△8,781115,043

セグメント利益

又は損失（△）
6,901 583 3,754 △642 △281 758 11,074 326 11,399

　（注）１　「その他」の区分には、伊豆箱根事業、近江事業及び西武ライオンズを含んでおります。  

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額326百万円については、主に連結会社間取引消去等であり

ます。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっておりま

す。　

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　　　　　　　　　　　
都市交通

・沿線事業

ホテル・

レジャー

事業　

不動産事業 建設事業 ハワイ事業
その他

（注）１　
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３　

営業収益 38,96439,60111,33814,6813,20810,821118,615△8,165110,448

セグメント利益

又は損失（△）
6,608 158 3,641 △213 0 1,04611,239 183 11,422

　（注）１　「その他」の区分には、伊豆箱根事業、近江事業及び西武ライオンズを含んでおります。  

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額183百万円については、主に連結会社間取引消去等であり

ます。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっておりま

す。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 13円49銭 15円72銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円）　 4,613 5,377

普通株主に帰属しない金額（百万円） ―　 ―

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 4,613 5,377

普通株式の期中平均株式数（株） 342,060,314 342,057,607

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

　

２【その他】

（係争事件について）

　当社グループの西武鉄道株式会社及び株式会社プリンスホテルは、平成25年７月31日現在、西武鉄道

株式会社の元株主の一部から、西武鉄道株式会社の株式に関する有価証券報告書等の記載問題に関連

して損害を被ったとして、損害賠償請求訴訟（請求額合計359億３百万円）の提起を受けており、東京

高等裁判所において訴訟中であります。

　また、平成25年７月31日現在、当社グループ再編前の旧株式会社コクドについて株主権を主張する者

から、当社及び株式会社プリンスホテルに対し、グループ再編に関する株主総会決議不存在確認等請

求訴訟が、また、西武鉄道株式会社及び株式会社プリンスホテルに対し、グループ再編に関連して損害

を被ったとする損害賠償請求訴訟（請求額合計１億円）が提起されており、いずれも最高裁判所にお

いて訴訟中であります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　

平成25年８月７日

株式会社西武ホールディングス
取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人
　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 荒 尾　　泰 則 　㊞

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大 下 内　　徹 　㊞

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉　村 　 　基 　㊞

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社西武ホー

ルディングスの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月

１日から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社西武ホールディングス及び連結子会社の平成25年６月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管し

ております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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